
☆☆ リレーコラム ☆☆ 
 

先月の４月２６日に、「子供読書の日」の 

関連行事で、本に親しむイベントとして中

央図書館の「おたのしみ会」にヨムヨムも

参加し、絵本や紙芝居の読み聞かせをさ

せていただきました。 

 私は、初めて図書館で絵本の読み聞か 

せをし、一人でも読みましたが、緊張は少

しだけだったので自分自身も楽しめました

。まだまだ至らないところはありますが、

無事に終える事ができて達成感を感じま

した。 

 振り返ると、ヨムヨムに入って 6 年目に

なります。はじめの頃は恥ずかしく、控え

めな表現だったかもしれませんが、どんな

事でも一生懸命することこそが、達成感を

得られる唯一の方法だと感じています。 

 高校生の頃は、運動系クラブに入ってい

ました。当時は一生懸命になるのはカッコ

悪いし恥ずかしいという、この年ごろにあ

りがちな妄想を抱いていて、本当は上達し

たいのに「練習だるいわ～」みたいな雰囲

気をチームメイトと共通して演じていまし

た。 

 その頃は、それでもそれなりに楽しかっ

たけれど、やはり人生で様々な経験をしな

いと、真剣に向き合うことの大切さはなか

なか実感しづらいものだと今では理解し

ています。しかし、物事に全力で取り組む

方が楽しいし、後悔が少ない人生になる事

を、自分に関わりのある、特に若い人達に

は伝えられたらと思います。 

 

 大人で達成感を得たいと思われる方は、

是非伝統あるヨムヨムへ！(笑) 

絵本もなかなか奥が深いです。 
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ヨムヨムだより ５月号 

 

 

 

『おもしろそうなこいのぼり』 

作：聞かせ屋。けいたろう 

絵：加藤休ミ 

 

たこの「たこのすけ」が父ちゃんに「こ

いのぼりは何で“こいのぼり”って名前

なの」と聞いたことから始まるお話。 

ししゃものぼり、うなぎのぼり、たい

のぼり等々。 

最後はどんな○○のぼりになるのか

な？クレヨン画で描かれた色んな○○

のぼりが面白いお話です。 
 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

『あおいことり』 

作：たての ひろし 

絵：なかの 真実 

 

 以前に、おすすめ絵本で紹介されてい

た、「ねことことり」の続編です。 

お話の中身は以前と同じですが、今

度は、ことりの側から見たお話です。 

 さがしていた、こぶしの小枝を見つけ

た時、ことりさんはどれだけ嬉しかった

でしょう。挿絵がまるで絵画のように美

しくて、見ているだけでも楽しくなりま

す。 

 

◆ごいっしょに ヨムヨムしてみませんか？◆ 
 

朱二小ヨムヨムでは、メンバーを募集しています。 

毎月２回、多目的室 A での読み聞かせをしますが、各学期

に 1 回ずつ各教室での読み聞かせもあります。 

ヨムヨムの活動に少しでもご興味がある方はぜひ、ご都合

のよい日にご一緒に読み聞かせしませんか？ 

ヨムヨムの見学もしていただけます。詳しくは、教頭先生ま

でお問い合わせ下さい。メンバー一同、お待ちしています。 

 

令和 8 年 ５月２８日発行 

月  日発行 

☆☆ 今月のおすすめ絵本 ☆☆ 
 

 

◆ 読み聞かせヨムヨム ◆ 
 

６月の教室でのヨムヨムは、都合で７月に変更になりました。 

６月はいつも通り、多目的 A で読み聞かせをしますので、聞き

に来て下さいね。 

▶▶ 次回の予定 ◀◀ 
 

 
 

６月  ４日(木)  低学年向け 

６月 １１日(木)  高学年向け  

 

中央図書館「おたのしみ会」に参加しました 
 

２０２6 年 4 月 26 日 13 時～ 
 

紙芝居：「ひもかとおもったら」 作：古川 タク 

子ども達は、予想と違う答えに「えーっ」と驚いたり、「今度は当てるぞー」

と絵をしっかり見つめたり、楽しんでくれていました。 
 

大型絵本：「ぶたくんと１００ぴきのおおかみ」 作：宮西 達也  

   途中で読み手が絵の中のおおかみを数えてみせて、「絵の中には本当に 

１００ぴきおおかみがいるよ」と説明。１００ぴきの数に驚いていました。 
 

大型絵本：「くものすおやぶんとりものちょう」 作：秋山 あゆ子 

着物姿のおやぶんとぴょんきちの登場。子ども達はおやぶんとの言葉のや 

りとりを楽しみながら「かくればね」探しをしてくれました。後ろの方にお父さ

んのひざに座っている２名の幼児さんも、メンバーの持つ普通サイズ絵本で

「かくればね」を見つけ、お兄ちゃんのほうが親分の十手を借りて、描かれて

いる場所を指してくれました。見せ場の「しゅぱぱぱぱぱっ」では、四方向から

蜘蛛の糸が投げられ、子ども達は糸に絡まりながら嬉しそうにしていました。 
 

最後は拍子木でしめて、３演目とも無事に終了しました。 

子ども達はもちろん保護者の方々もそれぞれのお話を楽しんで聞いてくれて

いる様子でした。 

来場者の皆さん、図書館スタッフの皆さん、ありがとうございました。 

 

 


